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NTTAA LLoovvee A  A   

（ ＬｏｖｅＡｌｌ Ver1.1 をもとにして 長野県テニス協会 がシステム追加・変更を行いました ） 

 

長野県テニス協会 総務部   
         ２００８年６月２０日   

 

当プログラムは、テニスドローの組合せをＪＴＡの規定にほぼ従い、自動的に行います。 

（機能上は、ＪＴＡ規定に沿っていない部分も含まれますが、使用に当たっての配慮をお願いします） 

 

このツールは規約（ルール）の改定、機能追加、不具合などの理由により随時バージョンアップがなされます。 

長野県テニス協会のホームページから常に 新のツールをダウンロードしてください。 

http://www.naganotennis.jp/info/soft/softhome

 

ご使用にあたって要望、不都合などありましたら 「長野県テニス協会 総務部」までご連絡ください。 

 

※ プログラムのセキュリティ確保のためＶＢＡプロジェクトにはパスワードがかけられています。 

   解除を希望したい方は 「長野県テニス協会 総務部」 まで お申し出ください。 

 

 

☆ バージョンアップ・変更履歴 ☆ 

----- Version．２．１０ (2008/6/20)  仕様変更 ----- 

・Ｂｙｅの配置方法を変更しました。 

    従来 小山（いわゆるパッキン）は、 後までシード側に残っていたのですが、 

    この変更により、シード側に Bye が、シードとは反対側に小山が残ります。 

      <変更前>                             <変更後>         ①選手 A ①選手 A

Bye 

選手Ｂ

選手Ｃ

選手Ｄ

選手Ｅ 

                       選手Ｂ 

                     選手Ｃ 

 

                     Bye 

選手Ｄ 

選手Ｅ               

   

 ・トーナメント表の線を実線にしました。 

----- Excel2007、および WindowsVista で動作の確認を行いました。----- 

-----  Version．２．００ (2007/3/3)  機能追加他 ----- 

・ＪＴＡ形式用にシード位置の抽選機能を作りました。（以下操作方法の⑥） 

・トーナメントドローのシード選手に番号○数字を付けました。 

・Ｂｙｅの位置がＪＴＡ規定に沿っていなかったので修正しました。 

 ・トーナメントドローに試合番号を付ける・付けないの設定ができます。（以下操作方法の⑨） 

・「選手名シート」Ｈ列に Group 項目を新設しました。（以下操作方法の③） 

 

http://www.naganotennis.jp/info/soft/softhome


○ 注意 ○  動作環境とセキュリティ設定について 

このツールはＭｉｃｒｏｓｏｆｔＥｘｃｅｌのＶＢＡマクロを用いて作成されています。 

Microsoft Excel2000-Excel2007 までのバージョンにて動作確認しています。 

（Ｍａｃ Ｅｘｃｅｌでは動作を保障しません） 

 

Microsoft Excel のセキュリティレベル設定によっては 

ファイルを開く際に警告が発せられ、マクロが使用できない場合があります。 

Excel2000 - Excel2003では、 

・セキュリティレベル：中 の場合 

 

 

 

 

 

 

(NTA)Love All 説明書  (2/5) 

 

 

・セキュリティレベル：高 の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Microsoft Excel のヘルプや説明書をご確認頂き、ご理解の上、セキュリティレベルを設定してください。 

設定は[ツール － マクロ － セキュリティ]で行います。 

      Excel２００７ では以下のようにセキュリティの警告が表示されますので、[オプション]から 

●このコンテンツを有効にする を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           Office２００７のセキュリティ設定は、 

Office ボタンから[Excel のオプション - セキュリティセンター － セキュリティセンターの設定]の 

      [マクロの設定]で行います。通常は ●警告を表示してすべてのマクロを無効にする とします。 

 

 

 

 

 

 

 



操作方法 （シーディングリストを作成しない場合は ③から） 

①「シーディングリスト」を作成（コピー）します。 

・「ＴｏｕｒＰｒｏｐｍｅｎ」で作成した「シーディングリスト」をこのブックの「シーディングリスト」シートに 

そのまま全部コピーしてください。 
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  Ａ列：番号、Ｅ列：氏名、Ｆ列：加盟団体、Ｇ列：所属団体 が必要です（実データは４行目から）。 

 

②シーディングリストから転写します。 

 ・「選手名」シートの「シーディングリストから転写」ボタンをクリック。 

  「選手名」シートに選手のデータがコピーされます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  シングルス、ダブルスは、Ａ列：番号の間隔で判断して、 

  ダブルスの場合、1 セルにペア(２名分）の氏名、所属をコピーします。 

 

③「選手名シート」にデータ入力。（シーディングリストから転載した場合は ④へ） 

・Ｅ列に選手名、Ｆ列にその所属名を入力。入力順は、自由です。 

エントリー受付順に入力していけば、後で楽ができますし、他ファイルにまとめたものを、 

一括して値複写でも構いません。 

・所属名は、初戦同一所属対戦の検索対象セルです。同じ所属は必ず同じ所属名にして下さい。 

・Ｈ列に Group 項目を新設しました。 

同一所属でなくても初戦対決を避けたい場合は、この項目に同一の記号を入力してください。 

 
高体連用      JTA 用 

1  ①  1  1 

8  ②  5,6,7,8  抽選 5 

5   ③  3,4    抽選 3 

4  ④  5,6,7,8  抽選 6 

3  ⑤  5,6,7,8  抽選 7 

6  ⑥  3,4     抽選 4 

7  ⑦  5,6,7,8  抽選 8 

2  ⑧  2   2 

④ＪＴＡ用か高体連用かの変更。 

・ＪＴＡが標準となっています。高体連用は「ＪＴＡ/高体連 変更」ボタン 

をクリックして、変更してください。 

この両者の違いは、左表シード位置の違いです。 

 

 

 



⑤シード番号とＢｙｅ番号の入力。 

・選手名シートのシード列にシード番号を入力します。 

シード番号は、規定のシード数の分だけ入力します。 

・Ｂｙｅがある場合は BYE 列に BYE 番号を入力し、選手名は Ｂｙｅ とします。  

（⑦抽選時にＢｙｅを補足作成する機能もあります） 
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[注意] Ａ３（エントリー数）、Ａ５（シード選手数）のセルは関数で取得しています。 

  とても重要なデータで、自動的に取得されますので、消去しないで下さい。 

  万一誤って消去した場合は、一旦終了して再度ファイルを開いて下さい。 

 

⑥シードの抽選（高体連の方は⑦へ） 

ＪＴＡルールでは、は[３，４]シード、[５，６，７，８]シード、 

[９，１０，１１，１２]シード、[１３，１４，１５，１６]シードの位置は抽選で決めます。 

 「シードの抽選」ボタンを押すと規定に従いシード位置を抽選します。 

選手名シートの＜シード位置から見た確認表＞を確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦通常選手の抽選開始 

・ 「抽選開始」ボタンをクリック。 

<抽選の仕組み> 

乱数を発生させ、シード選手以外の全員にもシード番号をつけます。 

その後、シード番号に対応する通し番号に並び替えています。 

乱数はシステムタイマーから取得していますので、ほぼ毎回違う値を取得できます。 

 

 



⑧シート「組合せ」が表示されます。 

・ Ｄ，Ｅ列の選手氏名、所属が、抽選済みの番号順データです。 

 ・ＪＴＡ規定では、この結果が 終です。しかし、初戦から同一所属同士では気の毒、 

  と思う場合は、「同一所属対戦解消」ボタンをクリック。複数の対戦がある場合は 

  何度かこの操作を繰り返すと、「初戦同一所属対決は、１件もありません！」の 

  メッセージが表示され、すべて解消されます。 

その番号をすでに持っている選手を検索して、番号を入れ替える。この繰り返しです。 

<対戦解消作業の仕組み> 

まず１番上の対戦の、左右どちらの選手を動かすか、 

乱数を発生させて決定（１が出たら左選手、２なら右選手）。 

乱数を発生させて新しいシード番後を取得。 

 

 

 

 

 

  

[注意] ＢＹＥについて（エントリー数を越えてドローサイズを設定する場合） 

・ＢＹＥは空白としてではなく、選手として認識されます。従って１回戦ＢＹＥの選手で２回戦で同一所属と対戦する場

合でも、同一所属対戦とは認識されません。このプログラム上でＢＹＥの位置は、参加選手全員にシード順を振っ

た時のもっとも低いシード番号の位置となります。 

  ・ＢＹＥが各セクションに均等に割り振られていない場合は、 

「選手の入れ替え」ボタンをクリックして適当な相手を見つけ位置を交換して下さい。 

・上記ＢＹＥ同様、入れ替えをしたい選手同士があれば、「選手の入れ替え」ボタンをクリック。 

両者の位置が入れ替わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨シート「トーナメント表」が表示されます。 

・「トーナメント表へ貼付」ボタンをクリックすると、ドローデザインを選択しトーナメント表を作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  左一列形式か、左右対向形式かの選択はできます 

（現バージョンでは複数ページに対応しておらず、１ページ用のみです。）  

・列幅、行高を整え、大会名称などを入力すれば完成です。 
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